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研 究

当研究室では乳癌患者それぞれの個別化治療を実現することを
⽬的として、薬物療法の効果予測因⼦の探索を⾏っています。これま
でに乳癌細胞においてエストロゲンシグナルにおける転写因⼦FOXA1
の発現が⾼いほど化学療法の効果が低いことや1、晩期再発が起こり
やすいことを明らかにしました（図１）2。また化学療法後の残存病
変においてアポトーシスマーカーである活性化Caspase 3の発現が⾼
いほど再発リスクが⾼いことがわかりました3。さらに上⽪間葉移⾏
を⽰す⾎液循環癌細胞が多いほど化学療法効果が低いことを明らかに
しました4。また糖鎖と予後や副作⽤の課題にも取り組んでいます。

さらに薬物療法に対する免疫応答を解明すべく、治療前後での末梢
⾎中の免疫担当細胞のプロファイリングを⾏っています。腫瘍局所に
おける腫瘍免疫の詳細を解析し、予後良好な髄様癌においてCD8陽性
T細胞の浸潤が多いことや（図２）5、ミスマッチ修復蛋⽩のMLH1の
発現が低いほどPD-L1の発現が⾼く、免疫チェックポイント阻害剤の
効果が⾼い可能性が⽰唆されました6。

⾮浸潤癌の浸潤機序の解明にも取り組んでいます。乳管内にとどま
る初期の乳癌においては、遺伝⼦増幅なしにHER2シグナルが活性化
されていることを明らかにしました7。

学内外を問わず、多くの共同研究者の先⽣⽅の御協⼒のもとで研究
を進めています。

主な研究テーマ

主な研究内容

スタッフ

 1.乳癌に対する薬物療法効果予測因⼦の探索
 2.乳癌に対する薬物療法に対する免疫応答の解明
 3.⾮浸潤乳癌の浸潤機序の解明
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図２: 髄様癌（左）では通常の乳癌（右）よりCD8陽性T細胞の浸潤が⾼い
(⾚:CD8, 緑:CD4, ⻩:サイトケラチン) (Hum Pathol 70:129-38, 2017)

図１: FOXA1が⾼く腫瘍径の⼩さな
乳癌ほど再発までの期間が⻑い
(Breast Cancer Res Treat 
183:41-8, 2020)
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 1. Search for predictive factors of systemic treatments for breast cancer
 2. Elucidation of the immune response to systemic treatments
 3. Elucidation of mechanisms of invasion in non-invasive breast cancer
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Fig. 2. Medullary carcinoma (left) shows higher level of CD8-
positive T-cell infiltration, compared to no special breast cancer 
(right). Red: CD8; green: CD4; yellow: cytokeratin

Fig. 1. High levels of 
FOXA1 and small tumor 
size correlate with longer 
disease-free survival.
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In relation to estrogen signaling in breast cancer cells, we
have shown that increased expression of FOXA1 relates with
decrease of chemotherapeutic efficacy1 and development of
later recurrence (Fig. 1)2. Furthermore, we revealed that the
number of circulating cancer cells with epithelial-
mesenchymal transition inversely correlates with chemo-
effect3.
To elucidate the immune response to pharmacotherapy, we

are investigating profiling of immunocompetent cells in
peripheral blood during treatments. Tumor immunity of
primary lesion has also been analyzed and we found that
medullary carcinomas have high levels of CD8-positive T-cell
infiltration (Fig. 2)4.
We are also trying to elucidate mechanisms of invasion in

noninvasive breast cancer. We showed that at this early-
stage, HER2 signaling can be activated without gene
amplification5.
We are collaborating many researchers, both at our

university and elsewhere.
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国内学会発表 3 ⿑藤光江（演者）︓多様性を活かした⼈材育成で外科を活性化する．第82回⽇本臨床外科学会（Web），2020.10.29 -31

国内学会発表 4 ⿑藤光江（演者）︓⼥性外科医のリーダー育成に向けてのポジティブ・アクション．第82回⽇本臨床外科学会，オンライン，2020.10.29-31

国内学会発表 5 飯島耕太郎（演者）︓電⼦カルテ処⽅オーダデータから薬物投与データベースを作成し治験実態を把握する．第28回⽇本乳癌学会学術総会（Web），2020.10.13-15

国内学会発表 6 中井克也，野上典⼦，堀本義哉，⽔嶋章郎，⿑藤光江︓当院における緩和ケアチームのとの連携．第28回⽇本乳癌学会学術総会（Web），2020.10.13-15

国内学会発表 7 Yoshiya Horimoto, May Thinzar Hlaing, Harumi Saeki, Ritsuko Sasaki, Atsushi Arakawa, Mitsue Saito: Microsatellite instability status among
medullary carcinoma of breast. 第109回⽇本病理学会学術総会（Web），2020.7.1-31

国内学会発表 8 堀本義哉，中村萌⾐，⽯塚由美⼦，⽩⽯昭彦，荒川 敦，飯島耕太郎，⿑藤光江︓マンモグラフィで所⾒を⽰さない乳癌の特徴について．第28回⽇本乳癌学会学術総会
（Web），2020. 10.9-31

国内学会発表 9 ⿂森俊喬︓トリプルネガティブ男性乳癌の⼀例．第28回⽇本乳癌学会学術総会（Web），オンライン，2020.10.13-15



国内学会発表 10 岡崎みさと，堀本義哉，松澤円佳，中井克也，⼊村達郎，⿑藤光江︓β-N-アセチルグルコサミン転移酵素の発現はトリプルネガティブ乳がんの予後判定因⼦になりうる．第28回⽇
本乳癌学会（Web），2020.10.13-15

国内学会発表 11 崔 賢美，明神真由，⿂森俊喬，氷室貴規，村上 郁，堀本義哉，中井克也，飯島耕太郎，⿑藤光江︓貧⾎を契機に発⾒された乳癌⾻髄癌症の1例．第28回⽇本乳癌学
会（Web），2020. 10.13-15

国内学会発表 12 村上 郁，清⽔秀穂，堀本義哉，⿑藤光江︓Palbociclib投与により関節リウマチの改善を認めた乳癌の⼀例．第28回乳癌学会学術総会，Web開催，2020.10.14

国内学会発表 13 佐々⽊律⼦，堀本義哉，岩間敬⼦，飯島耕太郎，⿑藤光江︓異時性両側乳癌は若年発症，第⼀度近親者に家族歴を持つサバイバーに多い．第28回⽇本乳癌学会
（Web），2020.10.13-15

国内学会発表 14 佐々⽊律⼦，堀本義哉，仙波遼⼦，新井正美，⿑藤光江︓異時性対側乳癌における遺伝学的背景に関する検討．第26回⽇本遺伝性腫瘍学会学術総会（Web），
2020.8.21-31

国内学会発表 15 ⽯塚由美⼦，堀本義哉，荒川 敦，飯島耕太郎，⿑藤光江︓乳癌センチネルリンパ節転移陽性症例における⾮センチネルリンパ節転移予測因⼦の検討．第28回⽇本乳癌学会学
術総会（Web），愛知，2020.10.14

国内学会発表 16 明神真由，村上 郁，⿑藤光江，飯島耕太郎，中井克也，堀本義哉，崔 賢美，⿂森俊喬，氷室貴規，佐々⽊律⼦，仙波遼⼦，⽯塚由美⼦︓当院における進⾏・再発乳
癌に対するオラパリブ投与症例の検討．第28回⽇本乳癌学会学術総会（Web），2020.10.13-15

国内学会発表 17 岡崎みさと︓術前化学療法としてのdose-dense療法の有効性と安全性についてEfficacy and safety of dose-dense neoadjuvant chemotherapy for breast cancer．
第28回⽇本乳癌学会学術総会（Web），2020.10.13-15

国内学会発表 18 ⿅内彩菜，堀本義哉，⿂森俊喬，中井克也，⿑藤光江︓CDK4/6阻害剤の治療効果と関連する臨床病理学的因⼦の探索．第28回⽇本乳癌学会学術総会（Web），
2020.10.13-15

国内学会発表 19 植⽊優⼦，餐場恵美⼦，播野裕⼦，市川佑⼀，新⾏内芳明，堀本義哉，中井克也，飯島耕太郎，⽔野博司，⿑藤光江︓当院におけるインプラント再建の現状．第28回⽇
本乳癌学会学術総会（Web），2020.10.13-15

国内学会発表 20 ⾼橋佳央理，⻘⼭隆夫，⼩茂⽥昌代，斎藤顕宜，⾼橋秀依，⻄川元也，嶋⽥修治，鈴⽊⽴紀，真野泰成，尾関理恵，⾼澤涼⼦︓医薬品情報におけるプロトンポンプ阻害
薬の阻害様式についての記述に関する調査研究―ラベプラゾールは可逆的か⾮可逆的か︖― 第30回⽇本医療薬学会年会（Web），2020.10.24-25

国内学会発表 21 尾関理恵，鶴⽥和浩，⼀條萌乃，⼩茂⽥昌代︓がん化学療法を⽀援するFN対策⽤電⼦患者⽇誌の実⽤化に向けた臨床研究 中間報告．第28回⽇本乳癌学会（Web），
2020.10.13-15

国内学会発表 22 新規薬剤⼩委員会（⼩茂⽥昌代，佐藤純也，尾関理恵，斎藤顕宜，宮嶋篤志，⼟屋雅美，関根郁夫，加賀美芳和）︓便秘治療薬のアカデミック・ディテーリング〜⽀持療法
の適正使⽤に向けた新規薬剤⼩委員会の試み〜．第5回⽇本がんサポーティブケア学会（Web），2020.8.9-10

国内学会発表 23 尾関理恵，⼩宮⼭伸之，⼩茂⽥昌代︓Investigation for Prescription Transition and Incidence of Bleeding Complication in Patients Treated with Oral
Anticoagulant Therapy in 5 Years. 第84回⽇本循環器学会（Web），2020.8.1-2

国内学会発表 24 尾関理恵，⼩茂⽥昌代︓シンポジウム︓ここがポイント︕ワルファリンとDOACの違い．第26回⽇本⼼臓リハビリテーション学会（Web），2020.7.18



国内学会発表 25 尾関理恵，古野喬志，岡村⼤介，加藤菜々美，⿑藤光江，⼩茂⽥昌代︓アカデミック・ディテーリングを活かした処⽅提案と⼼リハ指導薬剤師普及に向けた取り組み．第276回⽇
本⼼臓リハビリテーション学会（Web），2020.7.18-19

国内学会発表 26 織畑剛太郎，荒川 敦，⽩⽯昭彦，伊藤真由⼦，堀本義哉，村上 郁，氷室貴規，⿂森俊喬，崔 賢美，中井克也，飯島耕太郎，⿑藤光江︓当院に於ける異時性乳がんに
ついて．第28回⽇本乳癌学会学術総会（Web），20201.10.9-31

国内学会発表 27 新井正美︓ゲノム医療におけるHBOC 2019年度登録事業報告とがんゲノム医療におけるBRCA検査の課題．第8回⽇本HBOCコンソーシアム学術集会，仙台，2020.1.26

国内学会発表 28 新井正美︓遺伝性腫瘍診療の現状と課題－遺伝性乳癌卵巣癌（hereditary breast and ovarian cancer︓HBOC）を中⼼に－（ワークショップ1︓遺伝性腫瘍の病理と臨床
－検査の意義と注意点－）．第61回⽇本臨床細胞学会春季⼤会（Web開催），2020.6.20-7.19

国内学会発表 29 新井正美︓遺伝性乳癌卵巣癌－全国登録事業の現状と課題－ ワークショップ4「遺伝性腫瘍登録事業の現状と将来」．第26回⽇本遺伝性腫瘍学会学術集会（Web開催），
2020.8.21-31

国内学会発表 30 Arai M: HBOC epidemiology. Current status of hereditary breast and ovarian cancer syndrome (HBOC) in Korea and Japan. -Joint Session in GBCC
and JBCS- The 28th Annual Meeting of The Japanese Breast Cancer Society (Web), 2020.10.13-15

国内学会発表 31 ⽥中顕⼀郎,板倉萌,仁平⾼朔,渡邉武⼤,安藤美沙,⼩泉明博,村井勇太,加藤永記,⼭本陸,　上⽥脩平,櫻庭駿介,徳⽥智史,朝倉孝延,伊藤智彰,櫛⽥知志,櫻⽥睦,前川博,佐
藤浩⼀,和⽥了,⿑藤光江:オラパリブの少量投与が奏効した1例（webポスター）第26回⽇本遺伝性腫瘍学会学術集会2020.8.21

国内学会発表 32 安藤美沙、⽥中顕⼀郎、板倉萌、渡邊武⼤、仁平⾼朔、村井勇太、⼩泉明博、⼭本陸、加藤永記、上⽥脩平、櫻庭駿介、伊藤智彰、櫛⽥知志、櫻⽥睦、前川博、佐藤浩⼀︓サ
ブタイプの異なる異時性両側癌の1例（webポスター）第17回⽇本乳がん学会中部地⽅会2020.9.12

国内学会発表 33 板倉萌、⽥中顕⼀郎、安藤美沙、渡邊武⼤、仁平⾼朔、村井勇太、⼩泉明博、⼭本陸、加藤永記、上⽥脩平、櫻庭駿介、伊藤智彰、櫛⽥知志、櫻⽥睦、前川博、和⽥了、佐藤
浩⼀、⻫藤光江︓遺伝性乳癌卵巣癌症候群と診断されたトリプルネガティブ乳癌の⼀例2020.9.12

国内学会発表 34
板倉萌、⽥中顕⼀郎、安藤美沙、渡邊武⼤、仁平⾼朔、村井勇太、⼩泉明博、⼭本陸、加藤永記、上⽥脩平、櫻庭駿介、伊藤智彰、櫛⽥知志、櫻⽥睦、前川博、佐藤浩⼀︓
3rd opinionまでに施⾏した乳癌が疑われた乳管内乳頭腫の1例、第17回⽇本乳癌学会中部地⽅会（web）2020.9.13

国内学会発表 35 ⽥中顕⼀郎,板倉萌,仁平⾼朔,渡邉武⼤,安藤美沙,⼩泉明博,村井勇太,加藤永記,⼭本陸,上⽥脩平,櫻庭駿介,徳⽥智史,朝倉孝延,伊藤智彰,櫛⽥知志,櫻⽥睦,前川博,佐藤
浩⼀,和⽥了,⿑藤光江:⾼齢者でlate phaseにおけるパルボシクリブの使⽤経験　（webポスター）第28回⽇本乳癌　学会総会　2020.10.13

国内学会発表 36 安藤美沙、⽥中顕⼀郎、板倉萌、渡邊武⼤、仁平⾼朔、村井勇太、⼩泉明博、⼭本陸、加藤永記、上⽥脩平、櫻庭駿介、伊藤智彰、櫛⽥知志、櫻⽥睦、前川博、佐藤浩⼀︓
乳癌と胃癌を併発した1例（webポスター）第28回⽇本乳癌学会総会,2020.10.13



国内学会発表 37 板倉萌、⽥中顕⼀郎、安藤美沙、渡邊武⼤、仁平⾼朔、村井勇太、⼩泉明博、⼭本陸、加藤永記、上⽥脩平、櫻庭駿介、伊藤智彰、櫛⽥知志、櫻⽥睦、前川博、佐藤浩⼀︓
腫瘍増⼤をきっかけに診断された⾮浸潤性アポクリン癌の⼀例（webポスター）第28回⽇本乳癌学会総会,2020.10.13

国内学会発表 38 ⽥中顕⼀郎︓⾼齢者集団におけるエリブリン投与前のリンパ球絶対数（ALC）,好中球/リンパ球⽐（NLR）とPFSとの関係、（webセッション）第82回⽇本臨床外科学会総会
2020.10.29

国内学会発表 39 安藤美沙︓センチネルリンパ節⽣検を省略した⾼齢者乳癌の2例（webセッション）第82回⽇本臨床外科学会総会2020.10.29

国内学会発表 40 岩間敬⼦，島⽥聡⼦，⽯川裕⼦，藤⽥知之︓単純嚢胞と鑑別が困難であった浸潤性乳管癌の1例．第14回JBCM研究会，東京，2020.1.26

国内学会発表 41 藤⽥知之，岩間敬⼦，島⽥聡⼦，今井延年，須⽥ 健， 近藤亮⼀，⽯川裕⼦︓当院におけるコンパニオン診断としてのBRCA1/2遺伝⼦検査 28例の検討．第28回⽇本乳癌
学会学術総会，愛知（WEB配信），2020.10.8-13

国内学会発表 42 ⽯川裕⼦，岩間敬⼦，島⽥聡⼦，今井延年，泉　浩， 冨⽥茂樹，⼩⼭徹也，藤⽥知之︓⾮浸潤性乳管癌を合併した線維腺腫の⼀例．第28回⽇本乳癌学会学術総会，
愛知（WEB配信），2020.10.8-13

国内学会発表 43 岩間敬⼦，島⽥聡⼦，⽯川裕⼦，今井延年，須⽥ 健，泉 浩，冨⽥茂樹，藤⽥知之︓リンパ節転移陰性乳癌患者におけるOncotype DXを⽤いた再発スコアと臨床病理学
的因⼦の検討．第28回⽇本乳癌学会学術総会，愛知（WEB配信），2020.10.8-13

国内学会発表 44 清⽔秀穂 市川悠⼦ 渡野辺郁雄 須郷広之 児島邦明 ⼩倉加奈⼦ 進⾏再発乳癌に対するエリブリンの治療効果と予後予測因⼦としてのNLR(好中球/リンパ球⽐)についての検
討第28回⽇本乳癌学会総会　ポスター　2020.10.14

国内学会発表 45 清⽔秀穂　⿇由夏　島⽥聡⼦　市川悠⼦　須郷広之　児島邦明　⼩倉加奈⼦ 転移再発乳癌に対して、リムパーザが著効した1例第82回⽇本臨床外科学会　2020.11.25

国内学会発表 46 三浦弘善、⾏⽅浩⼆、嶋津 藍、辻 未来、⾼瀬 優岡⽥ 基︓トラスツズマブ+ペルツズマブ+ドセタキセルの併⽤療法後にT-DM療法を⾏った症例の検討︓第28回⽇本乳癌学会
総会　東京 2020.10.11－13

国内学会発表 47 ⾏⽅浩⼆、三浦弘善、辻　未来、嶋津　藍、岡⽥　基、⾼瀬　優︓乳癌術後乳糜漏を認めた1例︓第28回⽇本乳癌学会総会　東京 2020.10.11－13

国内学会発表 48 ⾼橋由佳︓⻑期間治療奏功を得たstageⅣのHER2陽性乳癌の1例. 第28回⽇本乳癌学会学術総会，web，2020.10.11-13

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 中井克也（特別講演）︓乳がん診療のトピックス．川⼝医師会，川⼝総合⽂化センター，2020.1.16

特別講演・
招待講演 2 中井克也（特別講演）︓進⾏再発乳癌の治療戦略．Breast Cancer Meeting to Think Hormone Sensitivity，2020.7.10

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 ⿑藤光江（座⻑）︓3学会からのオランザピンを語る．緩和・⽀持・⼼のケア合同学術⼤会2020，オンライン，2020.8.9 -10



その他
（広報活動を含む）

2 中井克也（座⻑）︓閉経前ホルモン受容体陽性進⾏乳がんの治療戦略．状況別に進⾏再発乳癌を考える会，2020.6.30

その他
（広報活動を含む）

3 中井克也（座⻑）︓チームベージニオ 順天堂⼤学でのチーム連携．多職種WEBセミナー，2020.9.8

その他
（広報活動を含む）

4 中井克也（座⻑）︓HR陽性HER2陰性進⾏再発乳癌の治療選択．JBCインターネットシンポジウム，2020.11.13

その他
（広報活動を含む）

5 中井克也（座⻑）︓ベネフィットとリスクの上⼿な伝え⽅ テセントリク+nab-PTX療法．中外eセミナー，2020.12.21

その他
（広報活動を含む）

6 中井克也（講演）︓ホルモン⾮感受性乳癌の最新治療．ピンクリボン公開WEB講座，2020. 10.9

その他
（広報活動を含む）

7 中井克也（講演）︓進⾏再発乳癌の治療選択．ABC オンラインセミナーin TOKYO，2020. 10.28

その他
（広報活動を含む）

8 中井克也（講演）︓ER陽性乳癌診療に関して．乳癌診療の最前線 Web Seminar，2020.11.9

その他
（広報活動を含む）

9 中井克也（講演）︓HER2陽性原発性乳癌の治療戦略を考える．Breast Cancer Board，2020. 11.25

その他
（広報活動を含む）

10 猪狩史江（記事）︓もし乳癌になったら慌てないための知識と⼼構えを．週間BaySpo，サンフランシスコ，2020.10.9

その他
（広報活動を含む）

11 尾関理恵（チューター）︓第3回アカデミック・ディテーラー養成プログラム．C︓アカデミック・ディテーラーを体験してみよう（オンライン），2020.11.21

その他
（広報活動を含む）

12 尾関理恵（演者）︓当院における頭⽪冷却システム導⼊の現状．PAXMAN Webinar（Web），2020.11.11

その他
（広報活動を含む）

13 尾関理恵（演者）︓抗癌剤の吐き気を抑える臨床研究．10⽉ピンクリボン公開WEB講座，2020. 10.10

その他
（広報活動を含む）

14 新井正美（講演）︓がんの遺伝医療の現状と今後の⽅向性．第23回東北遺伝医学セミナー，東北⼤学，2020.12.23

その他
（広報活動を含む）

15 ⽥中顕⼀郎（座⻑）︓JBCM研究会　2020.1.26　順天堂⼤学10号館1階.2020.1.26

その他
（広報活動を含む）

16 安藤美沙（講演）︓　JBCM研究会「進⾏乳癌、⽪膚・肺転移により肺⾎栓塞栓症を発症した1例」2020.1.26　順天堂⼤学10号館1階.2020.1.26

その他
（広報活動を含む）

17 ⽥中顕⼀郎（講演）︓「乳がん領域における診断と治療」静岡、エーザイ株式会社　三島オフィス（web開催）、2020.8.7

その他
（広報活動を含む）

18 ⽥中顕⼀郎（座⻑）︓B-4静岡県外科医会第243回集会　⽇本臨床外科学会　静岡⽀部 静岡、富⼠市交流プラザ2階、2020.9.5

その他
（広報活動を含む）

19 ⽥中顕⼀郎（web講演）︓「第16回静岡乳がんセカンドライン研究会」静岡エーザイ株式会社,2020.9.28

その他
（広報活動を含む）

20 ⽥中顕⼀郎（web講演）︓「静岡県東部地区免疫チエックポイント阻害剤チーム医療を考える会」静岡、⼩野薬品⼯業株式会社・ブリスオルマイアーズ　スクイプ株式会
社,2020.10.23

その他
（広報活動を含む）

21 藤⽥知之(座⻑)︓⼀般演題．第14回JBCM研究会，東京，2020.1.26.



その他
（広報活動を含む）

22 藤⽥知之(座⻑)︓特別講演１．Breast Cancer Expert WEB Meeting．千葉，2020.7.3

その他
（広報活動を含む）

23 藤⽥知之(司会)︓レクチャー・⼀般演題．第8回Area Collaborative Breast Meeting．千葉（WEB配信），2020.9.24

その他
（広報活動を含む）

24 岩間敬⼦（演者）︓がん遺伝⼦パネル検査により、治療に結びついた症例の経験．第8回Area Collaborative Breast Meeting，千葉（WEB配信），2020.9.24

その他
（広報活動を含む）

25 藤⽥知之（演者）︓乳癌の検査について．社内研究会．千葉（WEB配信）， 2020.9.25

その他
（広報活動を含む）

26 藤⽥知之（演者）︓乳癌の診断と治療―おもに外科治療について―．社内研究会，千葉（WEB配信），2020.10.9

その他
（広報活動を含む）

27 藤⽥知之︓編集後記．⽇本内分泌外科学会雑誌vol.37，No.4，2020.12.20(査読無)

その他
（広報活動を含む）

28 藤⽥知之（討論者）︓抗HER療法の治療戦略の再構築．CHUGAI BREAST CANCER ABEND．ZOOM開催，千葉（WEB配信），2020.11.27

その他
（広報活動を含む）

29 藤⽥知之(座⻑)︓トリプルネガティブ再発乳癌の治療を考える．東葛エリア乳癌研究会，千葉（WEB配信）, 2020.12.4

その他
（広報活動を含む）

30 藤⽥知之︓編集後記．⽇本内分泌外科学会雑誌vol.37，No.4，2020.12.20(査読無)

その他
（広報活動を含む）

31 清⽔秀穂（座⻑）:乳癌チーム医療講演会in城北 円滑なチーム医療を活⽤したベージニオの副作⽤管理　2020.2.4

その他
（広報活動を含む）

32 清⽔秀穂（討論者）:　Johoku Advanced Breast Cancer Internet Seminar使⽤経験から考えるCDK4/6阻害薬の使いどころ　2020.8.7

その他
（広報活動を含む）

33 清⽔秀穂（演者）:　Taiho Web Lecture On Breast Cancer In Tokyo QOLを考慮した乳癌転移再発の治療　2020.10.20

その他
（広報活動を含む）

34 清⽔秀穂（討論者）:　Eariy Breast Cancer Seminar HER2陽性早期乳癌の治療戦略について　2020.11.12

その他
（広報活動を含む）

35 清⽔秀穂（討論者）: Join BC インターネットシンポジウム HR陽性HER2陰性進⾏再発乳癌の治療戦略　2020.11.13

その他
（広報活動を含む）

36 清⽔秀穂（座⻑）: 城⻄ABCハイブリッドシンポジウム ER+HER-転移再発乳癌の治療戦略　2020.11.16

その他
（広報活動を含む）

37 清⽔秀穂（演者）:　Breast Cancer Conference In Johoku　オンライン講演会 当院でのリムパーザの使⽤経験　2020.11.30
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